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はじめに
フランスの経済学者、トマ・ピケティ（ ）が出版した 世紀の資
本 が、世界的なベストセラーになったことは記憶に新しい（ピケティ ）。 世紀の































第 部は、第 章と第 章からなる。第 章では、本書が取り扱う富の分配に関わる主
要概念が提示され、第 章では、富の分配に深く関わる経済成長の歴史的なトレンドが分
析される。
第 章では、ピケティが 資本主義の第一基本法則 と呼ぶ数式、 が提示さ
れる。ここでいう とは、国民所得の中で資本からの所得が占める割合、 は資本収益




は ％、 は ％、 は ％となる。つまり、資本は国民所得の 倍、国民所得の
割が資本からの収益だとすれば、資本収益率は ％となる。






















第 部 資本 所得比率の動学








が 資本主義の第二基本法則 と呼ぶ である ）。前出の は資本 所得比率を

















と、代替弾力性は よりも大きく、 の増加は の微増につながったらしいと推論する ）。
中国における格差問題を考える トマ・ピケティの 世紀の資本 を読む
第 部 格差の構造




第 章と第 章では、大まかな格差の現状とトレンドが示される。 年から 年の
スカンジナビア諸国のような国では、所得のトップ ％が総賃金の約 ％を受け取り、最


































































































の 資本主義の第一基本法則 と 資本主義の第二基本法則 を組み合わせたものが、恒
等式、 である。ただし、 は国民所得に占める資本のシェア、 は資本収
益率、 は貯蓄率、そして は成長率である。
標準的な経済モデルでは、 が変化すると と も内生的な変化を遂げると考えるが、
ピケティは と がほぼ一定（あるいは ほどには変化しない）と考えるので、 が低下
























































































図 は、 年から 年の米国のトップ ％の国民所得に占めるシェアを示したもの

















































中国における格差問題を考える トマ・ピケティの 世紀の資本 を読む
図 米国、イギリス、フランス、日本のトップ ％の所得シェア（ 年）
























て、図 は、中国を含む新興経済国におけるトップ ％の所得シェア（ 年）の
推移を、ピケティ自身のデータに基づいて示したものである。統計の連続性に難があるも
のの、先に見た先進国のトレンドと同じような動きをしていることが確認できる ）。
図 は、格差を測る代表的な指標であるジニ係数を使って、 年から 年までの格
） 世紀は、資産の有無が豊かな生活を保証するかどうかを決める重要な要素であった。バルザックの
ゴリオ爺さん を引用しながら、ピケティは、 勉強、才能、努力で社会的成功を達成できると考え









にあるという。 年から 年における 省・市・自治区の都市と農村における住民一
人当たり実質可処分所得の格差の動向を詳細に研究した星野真によれば、地域間の所得格
差の 割は、都市・農村間の所得格差で説明できる。それは基本的に拡大を続けてきた













中国における格差問題を考える トマ・ピケティの 世紀の資本 を読む
図 新興国における所得格差（ 年）
出所 ピケティ（ ）図 を一部簡略化した。
ている可能性が大きい。また、西南財経大学中国家計金融調査・研究センターが独自に実












港を除く）は 人で第 位となっている（ちなみに、香港も 人で第 位にある）。
図 中国のジニ係数の推移（ 年）





第一は、所得にカウントされてない 灰色収入 の多さである。 灰色収入 とは表に
出ない、つまり課税の対象とならない収入を意味する言葉だが、高所得者ほど 灰色収







フォーブス 中国語版によれば、上場国有企業 の中で、 年の年収が最も高
中国における格差問題を考える トマ・ピケティの 世紀の資本 を読む
表 年版 フォーブス 中国富豪ランキング上位 位
順 位 氏 名 資産（億元） 富の源泉 業種区分


















丁 磊 網易公司 インターネット
楊恵妍 碧桂園 不動産
出所 年福布斯中国富豪排行榜 （ 年 月 日発表）
かったのはコンテナ製造会社、中国国際海運集裝箱集団（ ）の麦伯良総経理で、
万 元（約 億 万円）だった。上場国有企業 の平均年収は 万 元
（約 万円）で、都市労働者の平均年収 万 元の約 倍という高さである。 年
の実績では、年収が 万元を超えた上場企業経営者 人のうち、民営企業 は
人、国有企業 は 人で、平均年収は国有企業 が民営企業 を上回ったと







央管理企業責任者の給与制度改革方案 を 年 月 日から施行した。それまでの給与











ただし、他国にはない中国の特徴として、 関係 （コネ）と呼ばれる 非物的資産
が、資産形成に一役買ったことも指摘しておく必要がある。香港科技大学のカールステ
ン・ホルツによれば、［ 年現在］中国には 億元（約 億円）を超える財産を持つ富
豪が 人いるが、このうち 人は共産党幹部の子弟である。 つの最も重要な工業部
門、金融、外国貿易、不動産開発、大型建設プロジェクトと国家安全にかかわる部門にお















































猪木武徳（ ） 世紀の資本 が問う読み手の 知 中央公論 年 月号。
加藤弘之（ ） 包括的制度、収奪的制度と経済発展─アセモグルとロビンソンの 国家はな
ぜ衰退するのか を読む 神戸大学 経済経営研究年報 第 号。
薛進軍・園田正・荒山裕行（ ） 中国の不平等 日本評論社。
橘木俊詔（ ） トマ・ピケティ著 世紀の資本 の衝撃 現代思想 月臨時増刊号
（ 年 月）。




三浦有史（ ） 中国不平等社会の持続性─かみ合わないパズルをどう組み合わせるか 大橋
英夫ほか編 ステート・キャピタリズムとしての中国 勁草書房。
李実・史泰麗・別雍・古斯塔夫森主編（ ） 中国居民収入分配研究 北京師範大学出版
社。
李実 徳勝・羅楚亮等（ ） 中国収入分配研究報告 社会科学文献出版社。
西南財経大学中国家計金融調査与研究中心（ ） 中国家計収入不平等報告 。
王小魯（ ） 灰色収入与政府改革 中国経済観察 （総第 期）、 年冬季。
）農民に土地私有を認めたり、国有企業の株式をすべての国民に平等配分したりすれば、一時的に資産
格差は縮小するかもしれない。しかし、 年 年にロシアが実施した国有企業のバウチャー方式
民営化を思い起こしてほしい。旧国有企業の株式を購入する権利であるバウチャーを数本のウオッカと
取り替えたりした愚か者が多数出現した結果、国有企業は短期間に少数の新興財閥の手に集中したので
ある。
